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☆☆主な活動等☆☆

2月7日 オンライン学習会(佐賀県吉野ヶ里町・松隈小水力発電所)を
役場の会議室にて開催しました。15名参加

2月22日 phytoncideにて拡大事務局会議を開催（発起人・3人で）
発電事業の進め方などを議論しました。

2月26日 金山町農業委員会にソーラーシェアリング野菜の収量を報告。
後日、地域の収量を上回っているとの連絡がありました。

3月22日 第4回理事会を開催しました。
大清水川小水力発電事業の事業主体として関わる事とした。

4月6日 雪室など利雪事業
地元の丸友工業さんが雪室へ雪の搬入作業をしました。

4月20日 「ふるさと里山便・雪室熟成作物セット」を発送しました！
雪締めイワナを付けて25セットを県外の協力者さまへ。

4月26日 第5回理事会を開催しました。
総会に付議すべき事項などを審議しました。

5月25日 新年度通常総会を開催しました。
総会後第1回理事会を開催しました。（裏面参照）

5月吉日 有屋地区にお住いの今井達弥さんが入会しました。

6月20日 金山中学校1年生の総合授業で、水戸部理事が、
☆ゼロカーボンと再エネ、特に発電について☆
講義と実習を行いました。

6月21日 最上川水系 大清水川に水量測定器を設置しました。
これから1年間、水量測定を行います。（裏面参照）

6月29日 春の自然に親しむ活動を会員・応援団のみなさんと開催！

総天然色のＮＰO活動写真集！

これからの
伝説！

荒屋橋横の排水路を利用したミニ水力発電実験を
中学生と行う計画です！

「かねやま電雪HPなどから」

☆2/7オンライン学習会☆
☆4/6雪室に雪の搬入☆ ☆4/20「ふるさと里山便」

荷造り・発送・到着・開梱
快食・ご感想など ☆

☆5/25新年度通常総会☆

☆6/20金山中学校1年生の総合授業☆

☆6/29「畑の応援団」と合同で春の自然に親しむ活動☆
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特定非営利活動法人かねやま電雪

１ 事業実施の方針
定款の趣旨に基づき以下の方針とします。

1）財政確立のために引き続き会員総数３０名以上を目指し、準会員制度も継続しま
す。

2）作物贈答活動などを通じて寄付金募集に取り組みます。
3）地域に貢献できる小水力発電事業に取り組みます。
4）太陽光発電＋ソーラーシェアリング、雪室の適正な管理運営に努めます。
5）古民家を活用した諸事業を充実させます。
6）町の「ゼロカーボン」に向けた取り組みに可能な協力をしていきます。
7) NPO発足から６年を経過し、NPO活動の中間まとめと報告会を検討します。
8）当NPOの継続性を鑑み、中堅・若手の参加や育成に務めます。

２ 事業の実施に関する事項
(1) 特定非営利活動に係る事業
①空き家（古民家）維持管理事業
・施設並びに周辺の整備を引き続き行います。
②太陽光発電等などの自然エネルギーによる発電事業
・第１発電所（自家消費＋売電）、第２発電所（ソーラーシエアリング売電）は
引き続き連携・協力します。

・町のセロカーボン政策の推進のため、水力含めた再エネ利用の可能性を模索し
ます。

・「ゼロカーボンを考える会」の後援や町の「かねやま小水力発電推進協議会
」との協力を継続します。
③雪室などの利雪事業
・冬季に低恒温で作物保管熟成を行い、それらを贈答品として活用します。
・地場産品やソーラーシェアリング下で育った作物を贈答品としての活用を試
みます。

④古民家を活用し思い出の昭和展示活動
・引き続き、展示物の収集や展示開館（5月～10月）の整備を行います。
⑤自然に親しむ活動
・年1～2回、自然を体感しながら楽しむ企画を行います。

(2)PR活動事業
①法人の会員拡大及び自然（再生）エネルギーの推進のため広報紙の発行
（年２回）

・広報紙印刷 5,000円×2回、配布手数料 7,000円×2回
②地域のイベントなどへの参加・協力
・地域の学校行事、夏祭り、産業まつりなどで、NPOとしての参加を検討します。
・移動可能な発電セットなどを利用して、町内で再エネ（水力や太陽光）利用
の啓もう活動を行います。

(3)発電など収益事業についての取り組み
大清水沢の小水力発電の町が行う測量・基本設計に協力します。また、水量調査に

ついては当NPOが担います。本発電所の事業母体の町が行う公募には、当NPOの発電
事業部として応募する準備を進めます。なお、応募の最終決定は理事会で行います。

2025年5月25日 通常総会で確認しました 2025年6月16日 河川法で県の使用許可がおりました

2025年6月21日 大清水川に水量測定装置を設置しました
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